



































































































著者たちのダルク研究会は、2011 年から大都市圏にある X ダルクと
Y ダルクという 2 つのダルクにおいてフィールド調査を行ってきた。施
設を訪問しての観察とインタヴューとが主たる調査法である。2011 年
からの 3 年間は、入寮者の回復に照準した。14 人のライフヒストリー
をまとめた（ダルク研究会 2013）のに加えて、あるトピックや数人の


















フヒストリーをまとめた 14 人のなかに、ダルクスタッフが 3 人いた。2






のインタヴュー調査を継続するほかに、X ダルクと Y ダルクのほかのス
タッフにたいしてもインタヴュー調査に取りかかっている。
X ダルクには、当初 3 人の常勤スタッフと 1 人の非常勤スタッフがい










A さんへのインタヴュー調査は、これまでに 3 回行った。2013 年 11
月と 2014 年 12 月、そして 2015 年 5 月である。インタヴューは許可を





本論は、X ダルクの若手スタッフ A さんを中心事例とする。A さんは
7 年間にわたって引きこもりながら覚せい剤を使用した。逮捕され裁判
で執行猶予となったのをきっかけに X ダルクに入寮した。順調に断薬
























































スタッフになって 2 年という A さんだが、その業務はしだいに変化
してきている。担当する業務の種類が増加したほか、同じ「業務」をし
ていても、そのこなし方、そこから得ているものが変化している。





























































スタッフ 2 年目になると、A さんに任される業務にも変化が出てきた。
最初はただ同行すれば良かったのだが、次第にその準備が業務の中心と


























クリスマスパーティには近隣の 15 ほどの施設から約 400 人が参加す
る。食事をしながら、それぞれの施設が演目を披露するというものだ。
その食事は各施設の持ち寄りである。この年 X ダルクはおにぎりの担













































































































































る A さんと聞き手の R がともに、この対比を笑うべきものとして受け
とめているということも指摘しておきたい。音声上は、A さんの発話が
「だろ：な：」（04 行）と笑い声に転じるのと、R が笑い出す（05 行）











































































































































































































































































































































































h 呼気音は h で示される。h の数はそれぞれの音の相対的な長さ
に対応している。
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Becoming a DARC Staff Member
as a Form of ‘Rehabilitation’ from Drug Addiction
 Yasusuke MINAMI （Seijo University）
 yminami@seijo.ac.jp
ABSTRACT
　The Drug Addiction Rehabilitation Center （DARC） is a Japanese 
organization established to support recovering drug addicts. The DARC operates 
halfway houses in about 70 cities in Japan, and its staff are recovering drug 
addicts themselves.
　Drug addicts typically stay in the DARC halfway houses for two years and 
then move on to start living on their own. Most of those who have left the 
halfway houses have jobs in the wider society. Some recovering drug addicts 
become DARC staff. Mr. A is one of them.
　The paper describes the first two years of Mr. A’s life as a DARC staff 
member. He suffered from depression within three years of leaving the halfway 
house. He later started attending meetings at the halfway house again. There, he 
was intrigued by DARC’s veteran staff and aspired to become a member of staff 
himself. As a novice member of the DARC staff, his work consists of taking 
telephone calls and chairing meetings. Daily contacts with drug addicts remind 
Mr. A of his early days of recovery. His another attempt to learn NA’s 12 steps 
gave him a second chance, thanks to his employment with the DARC. In a word, 
the veteran DARC staff are seen as “role models” for Mr. A.
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